






































































































































































































































































平均値 3.3 2.8 3.0 2.7 3.0
最大値 3.6 3.2 3.3 3.5 3.2
最小値 3.0 2.4 2.5 2.0 2.4
標準偏差 0.20 0.30 0.30 0.47 0.32
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　　④多くの情報を詰め込み過ぎてポイントが焦点化されていない
　　⑤授業構成がわかりづらい
　　⑥教科書を活用できていない
　　⑦思ったより説明が長くわかりづらい
　　⑧興味を引く説明となっていない
　　⑨グループワークで何をさせるかが不明確
　
　（５）発達段階等に関する生徒理解の不足　　（6）
　　①難しい表現が多く実際の生徒なら理解できていないのではないか　（2）
　　②生徒の発達の特徴や理解力を理解できていない　（3）
　　③ワークシートの内容が生徒の発達段階に適していない
　（６）臨機応変に対応する力の不足　（4）
　　①ハプニングや予想外の生徒の反応への対応ができていない　（2）
　　②生徒の反応を気にし過ぎて進行が滞っている
　　③指導案通りに実施することにとらわれすぎている
２）よかった点として表現された内容
　（１）授業を楽しんでいる自分を発見　　（3）
　　①緊張していたが思ったより楽しそうに授業をしている
　　②思ったより表情が明るくて驚いた
　　③生徒の肯定的な反応を嬉しく受け止めている
　（２）ねらい通りに進められた満足感　　（4）
　　①何度も試したので文字の大きさや掲示資料の配置が見やすかった　　（2）
　　②教材研究に時間をかけたので焦点化されており知識の定着につながった
　　③指導案を何度も指導してもらったので授業の構成がうまくいった
　（３）生徒への共感的で誠実な対応　　（2）
　　①生徒の反応を共感的に受けとめていた
　　②生徒に対して誠実に対応していた
　（４）ビデオ録画視聴の感想　　（9）
　　①生徒の目線、立場で考えることができた　　（3）
　　②自分を客観的に見ることができた　　（2）
─　　─123
115-126北里大学教職課程センター教育研究　3（2017）
　　③模擬授業研究会での他学生の助言の意味がわかった
　　④緊張して詳細まで記憶していなかったので録画を見てわかったことが多かった
　　⑤自分が考えている以上に生徒にはいろいろなことが伝わっていると思った
　　⑥自分の言動が授業の雰囲気を作ることに気づいた
３）模擬授業からの学びや養護実習の授業にむけての取組みについての内容
　（１）看護を学ぶ養護教諭としての授業観が必要である　　（4）
　　① 健康の保持増進の視点で、生徒にどうなってもらいたいのかしっかりした指導観を
もつことが重要
　　②日常の養護活動が保健学習で何を伝えたいかにつながる
　　③看護を学んでいる立場を生かした特徴ある授業をしたい
　　④誰のための何のための授業なのかを考えることが大事
　　
　（２）授業においては十分に生徒を理解することが必要である　　（3）
　　①集団の健康課題を把握した上での授業でなければならない
　　②生徒の発達段階や理解度、関心度等を把握することが大切
　　③受け取る生徒がどう感じるのかを考えることが大事
　（３）臨機応変に対応するためにも事前の教材研究や授業準備が必要である　　（4）
　　①予想しない反応に対応するために教材に関する知識理解を深めることが大切
　　②計画通り進まないのは当然なので、だからこそ準備をしっかりする
　　③ハプニングがあることを予想し、時間調整ができるように準備しておく
　　④自分の中に引き出しをたくさん持っておきたい
　（４）生徒の反応を生かした、生徒と共に作り上げる授業をしたい　　（4）
　　①一人ひとりの生徒の反応をしっかり見ることが大事　　（3）
　　②生徒とのやりとりの中で、授業を作り上げるようにしたい
　
　（５）教師として適切な言動、立ち居振る舞いができるようにする　　（3）
　　①自分の癖や傾向を知って日常生活でも意識する　　（2）
　　②教育者として子どものモデルとなるため、普段から適切な言葉を使うようにする
　　③普段から人前で話す場を自分から作りたい
Ⅳ．考察
　ビデオ録画視聴に基づく「授業力自己診断シート」の5要素の4段階評価の結果は、「使命
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感・熱意・感性」の平均値が3.3と一番高かった。標準偏差も0.2とばらつきは少なく、す
べての学生が授業に取り組む自己の姿勢を比較的高く評価していた。学生の授業に対する
前向きな姿勢を伺わせる内容は、養護実習の授業にむけた自由記述内容からも伺われる。
例えば、「日常の養護活動が保健学習で何を伝えたいかにつながる」「看護を学んでいる立
場を生かした特徴ある授業をしたい」という記述からは、看護を学ぶ養護教諭としての使
命感を感じる。また、「自分の癖や傾向を知って改善するために日常生活でも意識する」「教
育者として子どものモデルとなるため、普段から適切な言葉を使うようにする」「普段か
ら人前で話す場を自分から作りたい」」というように、教師として成長するために日常に
おいても意識的に生活しようという意思を感じる。平成24年8月中央教育審議会答申の「教
職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」
9
の記述には、これ
からの教員に求められる資質能力の一つとして「教職に対する責任感、探求心、教職生活
全体を通じて自主的に学び続ける力」という内容が示されている。学生は、模擬授業を振
り返る中で、教員に求められる資質能力の一つである「教育者として学び続ける必要性」
に気づいたということがいえるであろう。
　「授業力自己診断シート」の平均値が低かったのは、指導技術の2.7であった。標準偏差
が0.47とばらつきがあり、学生による個人差が大きいと考えられるが、自由記述ではすべ
ての学生が自己の指導技術に関する課題を取り上げていた。なかでも、「声が小さい」「話
し方が単調」「早口でわかりづらい」等の声の大きさや話し方等に関する技術の未熟さを
課題として挙げた学生が多かった。さらに、「普段の癖が出ている」「無意識の落ち着きの
ない動作」等、意識していなかった立ち居振る舞いに気づき、「思っていた以上に下を向い
ている」「思ったより靴の音が大きい」「話す時、板書の時の体の向きが悪く、生徒に伝わ
りづらい」というように、より正確に自己を客観視できていた。これらの気づきは「無意
識」や「自分が思った以上」という表現からも、ビデオ録画を視聴しなければわからなかっ
たのではないかと思う。さらに、「発問のタイミングが悪い」「生徒の発言に対するフィー
ドバックがない」「生徒の発言を生かした対応ができていない」「生徒の言動を気にしすぎ
て振り回されている」等、発問やフィードバック、生徒の言動を生かした対応、というよ
うな相互作用行動の未熟さにも気づいていた。この気づきは、「養護実習に向けて生徒の反
応を生かした、生徒と共に作り上げる授業をしたい」という記述にも繋がっている。また、
重要な指導技術として板書があるが、この点の課題としては「板書の字や図が小さく見え
にくい」「掲示資料の情報量が多すぎてポイントがわからない」等の記述が見られ、板書
技術が生徒の理解や思考に影響することに気づいていた。
　山中
10
は、授業を行う上での重要な点として「目指す授業像を明確にすること」「教材
研究の基礎を身に付けること」「授業を行う上での基礎的な指導技術を身に付けること」
の３つを挙げている。「授業力自己診断シート」を用いた模擬授業の自己評価の点数や記
述からは「指導技術」に対する課題が多く挙げられ、授業を行う上での「指導技術」の重
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要性に気づいているということがいえる。特に「指導技術」の中でも基本技術である「教
師の話し方」に関する課題の記述が多かったことは、映像の視聴による振り返りの効果で
あると考えられる。また、自分と生徒のやり取りを映像で客観的に振り返ることで、発問
やフィードバック、生徒の発言への対応が適切でなければ意図的な授業展開にならない、
ということを学んだと考えられる。
　これまで述べた指導技術としての発問や板書技術は、意図的な授業展開に直接関わるも
のである。つまり、発問や板書技術の質は「教材研究」と「生徒理解」の質に関連すると
いえる。そこでこの２つの要素について「授業力自己診断シート」の結果を見てみると、
「教材研究」の平均値は3.0、「生徒理解」は2.8であった。「教材研究」に関する課題は「知
識不足」「説明がわかりづらい」「授業構成がわかりづらい」「時間配分の予測が甘い」「ね
らいが焦点化されていない」等、「指導技術」と同様に多くの課題が明らかになった。また、
「生徒理解」の不足に関しては「生徒の発達の特徴や理解力を理解していない」等という
記述から読み取ることができ、結果として情報を受け取る生徒の視点に立った授業づくり
への意欲につながっている。この２つの要素は、よかった点の記述として「何度も試して
みたので掲示資料が見やすかった」「教材研究に時間をかけたのでねらい通り進められた」
とあるように、事前に教材研究を深めることで多くのことが解決できると考えられる。も
ちろん、授業を行う上では変化に対応する力も必要である。学生は模擬授業を振り返る中
で、生徒の予想しなかった反応やハプニングに臨機応変に対応する力の不足を実感してい
る。同時に、「授業は計画通り進まないのは当然」ということに気づき、「ハプニング等に臨
機応変な対応をするためには、事前の教材研究や授業準備が必要である」という学びを得
ている。つまり、学生は模擬授業の映像視聴を振り返ることで、積極的に教材研究に取り
組み、生徒理解を深め、授業準備を確実に行うことが重要であることを学んだといえる。
　模擬授業の振り返りの中で多数見られた「思ったよりも」という表現から、映像を視聴
することで教師としての行動や授業内容を客観的に観察でき、課題の再認識や新たな課題
の発見につながっていたと考えられる。このことは、「生徒の目線、立場で考えることがで
きた」「自分が考えている以上に生徒にはいろいろなことが伝わっていると思った」「模擬
授業研究会での他学生の助言の意味がわかった」というような映像視聴の感想からもわか
る。模擬授業直後の研究会における他学生からの評価を基に振り返りを一度し、さらにビ
デオ録画視聴による自己評価をすることで、授業改善に向けたより深い考察ができたとい
える。
　一方、ビデオ録画視聴により発見できたのは課題だけではなかった。「思ったより授業
を楽しんでいた」「生徒の肯定的な反応を嬉しそうに受け止めていた」「生徒の反応を誠実
に受け止めていた」というように、教師として好ましい自己の言動を観察できていた。こ
れらの気づきは、養護実習にむけての意欲、養護教諭に対する志向性を高めるものとなっ
ていることが期待できる。
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　「教育方法論」の授業で実施した一連の模擬授業の評価と振り返りは、いわゆる授業リ
フレクション（省察）である。授業リフレクションとは、授業者が自分や児童生徒の姿を
意図的に捉え、それを手がかりとして振り返り、授業改善の方策を講じる内省的研究方法
である。「授業力自己診断シート」による自己評価の結果を分析した結果、模擬授業の映
像を客観的に視聴する授業リフレクションは、授業観察力を育成し授業力向上につながる
と考えられた。
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